
 

令和７年度 第３回南地域分科会次第 

 

日時：令和７年６月 17日（火）午後２時 00 分から 

会場：五島協働センター ホール 

 
 
１ 開会 

 

 

２ 中央区長挨拶 

 

 

３ 地域課題 

雨水対策について 

・浜松市総合雨水対策計画（土木部河川課） ☞資料１  

   

            

４ その他 

  （１）特殊詐欺、投資詐欺の被害防止について（浜松東警察署 生活安全対策課） 

  

☞資料２  

 

（２）次回以降の開催予定 

      第４回：令和７年７月 25 日(金) 

     第５回：令和７年８月 22 日(金)    

       (時間：午後から   会場：五島協働センター１階ホールにて） 

 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

  



浜 松 市 総 合 雨 水 対 策 計 画2024（ 概 要 版 ） 
近年の浸水被害と雨水対策の現状 

■令和4年に発生した豪雨被害と高まる浸水リスク 
浜松市内では、令和4年に３回の豪雨に見舞われ、『令和4年9月23日台風第15号』で

は、床上浸水472戸、床下浸水1,470戸の甚大な被害が発生しました。 
また、浜松市では時間雨量50mm/hr以上の非常に激しい雨の発生回数は、約40年前に

比べて『約2.5倍』と増加しており、今後、気候変動に伴う降雨量の増加等が予想されており、
更に浸水リスクが高まっています。 

雨水対策の基本方針 
■対策エリアの選定 

関連部局が、『重点対策エリア』の特性に応じた、必要な対策を計画的に実施し、浸水
被害に対する安全度の向上を図ります。  
【重点対策エリア】 
・評価指標に基づき重要度を評価して選定 
・エリアの特性、状況に応じた対策目標を設定、エリア全体での浸水対策計画を立案 
・面的対策を実施 

【一般エリア】 

・局所対策を個別に実施 

計画期間と対策目標 

雨水対策の３つの柱 

河川・排水路や下水道等を整備し、たくさん
の水を流せるようにします。 

川や浸水に関する情報提供を行い、
防災意識の向上を図ります。 

降った雨や河川等の水を一時的に貯めることに
よって、川や排水路の水位上昇を抑制します。 

重点対策エリアを12→15エリアへ拡充します 

■計画期間 計画の策定から10年間（令和６年度〜令和１５年度） 

■対策の方向性 
・排水先河川の改修には今後も時間を要することが予想されていることから、河川改修等に加え     
 流域での貯留を組み合わせ、治水安全度を計画的に向上させていきます。 
・新たな対策についても引き続き検討し、対策メニューを随時追加していきます。 

※⑬、⑭、⑮は新規追加エリア 

出前講座 

河川カメラ・水位情報 

■雨水対策の現状と、『浜松市総合雨水対策計画』の見直しの経緯 
本市では、令和2年2月に策定した『浜松市総合雨水対策計画』により関連部局が連携し、

選択と集中による効果的・戦略的な対策を行ってきました。 
しかし、『令和4年9月23日台風第15号』等による浸水被害を受けたため、流域での治水安

全度を高めるよう、対策メニューの追加・具体化等を検討しました。 

■計画目標 各エリアの目標降雨と同等規模の降雨に対し、床上浸水の概ね解消 

南地域該当エリアを黄着色

【追記】
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みんなで雨水対策に取り組み、床上浸水の概ね解消を目指します。 
河川・排水路の整備 

 川幅が狭く、雨水を多く流せない河川や排水路を拡幅し、流下量の増大（たくさん
水を流す）を図ります。 

校庭、公園貯留施設の整備 
 校庭、公園において雨水を貯留す
る施設を整備し、川に流れ込む水の
量を減らします。 

雨水貯留施設の整備 
 河川・排水路の水を一時的に貯め
る施設を整備し、河川等の水位上昇
を抑制します。 

緊急内水ポンプの設置 
 可搬式ポンプの設置により、緊急的
に内水を処理し、内水被害の軽減を
図ります。 

下水道施設整備 
下水道施設の整備を行い、雨水処理能力を高めます。 

川をしる（ソフト対策） 

田んぼダム 
 雨水を一時的に田んぼに貯め、
時間をかけて少しづつ排水するこ
とにより、排水路に流れ込む水の
量を減らします 

 意識啓発（水害ハザードマップの周知） 

排水ポンプ施設 

参考 大石２号貯留管工事（新潟市） 

雨水貯留管 

適切な維持管理 
 河川、排水路、下水道施設等を適
切に維持管理して、流下能力を正常
に保ちます。 

安間川 九領川 東芳川 

市野雨水ポンプ場 

み ん な で 対 策 

総合雨水 
は 

byAll 

浜松市都市雨水対策協議会 事務局 
浜松市上下水道部下水道工事課                                  
TEL:(053)474-7514 
浜松市土木部河川課 
TEL:(053)457-2451 

 被害軽減（土のうステーションの設置） 

令和6年3月 

②堀留川上流エリア等 ⑨五反田川エリア等 

⑫東芳川エリア等 

⑪狢川エリア等 

 情報提供                 
（河川カメラ・水位計の設置） 

排水路の浚渫 雨水浸透井の清掃 河川の浚渫 

- 2 -



＜対策目標＞ 平成27年9月7日から8日と同規模の降雨規模に対し、令和7年度までに「床上浸水の解消」を目指す

田尻排水機場の更新（県）
老朽化した排水機場の更新
を行い機能回復を図りました。

校庭貯留の実施
（教育施設課、中央土木整備事務所）

学校の校庭において雨水を貯留する施設
を整備し、川に流れ込む水の量を減らします。

農地の保全
（農地整備課）

地域の共同活動を支援し、農地の
保全等を行うことで、農地が持つ雨
水貯留浸透機能を十分生かします。

水路や道路側溝の維持管理
（中央土木整備事務所、農地整備課）

水路や道路側溝を適切に維持管理し、流下
能力を正常に保ちます。

校庭貯留施設の整備
（浅間小学校）

校庭貯留施設の整備
（江西中学校）

(

二)

馬
込
川

国道２５７号

高塚駅
浅
田
8
号
排
水
路→

枇杷橋水位観測所

高塚川
水位観測所

P

河川・排水路の整備
（馬込川、白羽橋架け替え）

 エリア界
 河川・排水路
 雨水ポンプ場
 浸水実績

（平成27年9月豪雨）
 主要道路
 鉄道
 水位観測所

P

逆流防止施設設置
（中央土木整備事務所）

逆流防止施設を設置し、高
塚川からの逆流を防ぐことで浸水
被害の軽減を図ります。

校庭貯留施設の整備（可美中学校）

公園貯留施設の整備
（可美公園）

下水道施設の整備
（可美公園地下）

校庭貯留施設の整備
（新津小学校）

校庭貯留施設の整備
（新津中学校）

 対策実施箇所
 整備済み箇所
 詳細検討中

＜高塚川エリアの対策＞
• 対策実施は、関係部局が情報を共有し、連携して進めます
• 着手可能な対策を実施し、治水安全度の早期向上を図ります
• リスク情報を積極的に発信し、より多くの市民の方々が利用できるよう

努めます

馬込川の改修,白羽橋架け替え（県、道路保全課）
河床掘削や、橋梁の架け替えを実施し流下能力の向上を目指します。

P

田尻排水機場の更新

高塚川
ポンプ場の新設

高塚川の改修
（中央土木整備事務所、河川課）

高塚川の改修を実施し、より
多くの水を流せるようにします。

可美公園地下に１万 の雨
水貯留施設を整備しました。

下水道施設の整備
（下水道工事課）

１．水を「ながす」

浜松土木事務所工事課
(静岡県)、道路保全課

（二）馬込川の改修
（白羽橋架け替え）

長

中央土木整備事務所、

河川課
（準）高塚川の改修 長

中央土木整備事務所、
河川課

高塚川ポンプ場の新設 短

農地整備課
西部農林（静岡県）

田尻排水機場の更新 完

1-3 逆流防止施設の整備 中央土木整備事務所 フラップゲート設置 短

1-4 水路や道路側溝等の維持管理
中央土木整備事務所

農地整備課
浚渫・除草等 継

２．水を「ためる」

2-1 水田貯留（田んぼダム）可能性検証 農地整備課 田んぼダムの取組推進 中
江西中 中
浅間小 中

2-3 公園貯留施設の整備 公園管理事務所 可美公園 完
2-4 下水道施設の整備 下水道工事課 貯留施設の整備 完

2-5 農地の保全 農地整備課
水源転換等対策

農地保全のための
地域の共同活動支援

継

2-2 校庭等貯留施設の整備
河川課、教育施設課、
中央土木整備事務所

区分・対策メニュー 担当課

1-1 河川・排水路の整備

1-2 ポンプ施設等排水機能の強化

対策概要
対策
期間

浜松市総合雨水対策計画2024　抜粋
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鴨江雨水調整池

堀留運河
水位観測所

堀留水位観測所（県）

鴨江調整池
水位観測所

鴨江排水路
水位観測所

＜対策目標＞ 令和元年7月豪雨と同等規模の降雨に対し、「床上浸水の概ね解消」を目指す

西部排水機場

＜堀留川上流・堀留川低平地エリア・鴨江排水路エリアの対策＞
• 対策実施は、関係部局が情報を共有し、連携して進めます
• 着手可能な対策を実施し、治水安全度の早期向上を図ります
• リスク情報を積極的に発信し、より多くの市民の方々が利用できるよう

努めます

下水道施設の整備
（下水道工事課）
豪雨の際、一時的に雨水を

貯留する施設を整備します。

水路や道路側溝の維持管理
（中央土木整備事務所）
水路や道路側溝を適切に維持管

理し、流下能力を正常に保ちます。

雨水貯留施設の整備検討
（中央土木整備事務所、河川課）

学校・公園等公共施設の地下に
おいて、川の水を一時的に貯める施
設整備を検討していきます。

緊急内水ポンプの設置
（中央土木整備事務所、河川課）

浸水が常襲するエリアでは、堀留川との合流点付近に
ポンプ（小規模）を緊急的に設置し、堀留川の水位
を確認しながら、強制排水します
※設置箇所は河川管理者と調整していきます。

ポンプ施設等排水機能の強化
（西部排水機場運用見直し）

校庭貯留施設の整備
（県居小学校）

校庭貯留施設の整備
（可美小学校）

校庭貯留施設の整備
（入野小学校）

 エリア界
 河川・排水路
 雨水ポンプ場
 浸水実績

（令和元年7月豪雨）
 主要道路
 鉄道
 水位観測所

P
P

堀留川の改修（県）
今後、新川合流点から上流2.3㎞（蜆塚排水路）までの区間において、
水門の新設や引堤・築堤等を行い、河川の流下能力を高めます。
今後10年間で柏原橋までの改修を目標に進めます。

 対策実施箇所
 整備済み箇所
 詳細検討中

校庭貯留施設の整備
（佐鳴台小学校）

校庭貯留施設の整備
（佐鳴台中学校）校庭貯留の実施

（教育施設課・中央土木事務所）
学校の校庭において雨水を貯留する施設を整

備し、川に流れ込む水の量を減らします。

雨水貯留施設の設置検討

参考：
大石2号貯留管工事（新潟市）

１．水を「な がす」

浜松土木事務所工事課
(静岡県)

（二）堀留川の改修 長

中央土木整備事務所 排水路の改修 中
西部排水機場運用見直し 短
緊急内水ポンプの設置 短

中央土木整備事務所 西部排水機場の更新 完
1-3 逆流防止施設の整備 中央土木整備事務所 樋門統廃合 中
1-4 水路や道路側溝の維持管理 中央土木整備事務所 浚渫・除草等 継

２．水を「た める 」

佐鳴台中 完
佐鳴台小 完
入野小 完
県居小 短
可美小 中

中

中

地下貯留施設の設置検討

雨水貯留施設の設置検討

中央土木整備事務所、
河川課

2-1 校庭貯留施設の整備
河川課、教育施設課、
中央土木整備事務所

2-2 雨水貯留施設の整備
河川課、

中央土木整備事務所

2-3下水道施設の整備 下水道工事課

1-1 河川・排水路の整備

1-2 ポンプ施設等排水機能の強化

区分・対策メニュー 担当課 対策概要
対策
期間

浜松市総合雨水対策計画2024　抜粋
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＜東芳川エリア・芳川第二エリアの対策＞
• 対策実施は、関係部局が情報を共有し、連携して進めます
• 着手可能な対策を実施し、治水安全度の早期向上を図ります
• リスク情報は積極的に発信し、より多くの市民の方々が利用できるよ

う努めます

逆流防止施設設置
（中央土木整備事務所）

逆流防止施設を設置し、芳
川からの逆流を防ぐことで浸水
被害の軽減を図ります。

水路や道路側溝の維持管理
（中央土木整備事務所）
水路や道路側溝の適切な維持管

理をして、流下能力を正常に保ちます。

雨水貯留施設の整備検討
（中央土木整備事務所）

公共施設の地下において雨水を
貯留する施設を整備し、川に流れ
込む水の量を減らします。

校庭貯留の実施（教育施設課、
河川課、中央土木整備事務所）

学校の校庭において雨水を貯留する施設を
整備し、川に流れ込む水の量を減らします。

緊急内水ポンプの設置
（中央土木整備事務所、河川課）

内水氾濫が発生してい
る箇所にポンプ（小規
模）を緊急的に設置し、
排水先河川の水位を確
認し、強制排水します。

校庭貯留施設の整備
(飯田小学校)

＜対策目標 ＞ 令和元年7月豪雨と同等規模の降雨に対し、「床上浸水の概ね解消」を目指す

東 海 道 新 幹 線
東芳川エリア

芳川第二
エリア

下飯田橋

南陽橋
水位観測所

飯田小

南陽中 芳川小

芳川北小

緊急内水ポンプの設置
フラップゲートの設置

公園貯留施設の整備(表面)
雨水貯留施設の整備検討

芳川公園

河川・排水路の整備
（本郷1号排水路）

公園貯留施設の整備(表面)
（東部やすらぎ公園）

 エリア界
 河川・排水路
 浸水実績

(令和元年7月豪雨)
 主要道路
 鉄道
 水位観測所

公園貯留施設の整備(表面)
（大蒲公園）

校庭貯留施設の整備
(東部中学校)

 対策実施箇所
 整備済み箇所
 詳細検討中

東芳川の改修
（中央土木整備事務所、河川課）

河幅の拡幅（引堤・護岸の築造）を行い、流下能力を
高めます。

芳川の改修
（県）

（二）芳川を
改修し、流下能
力を高めます。

校庭貯留施設の整備
(芳川小)

校庭貯留施設の整備
(芳川北小・南陽中)

１．水を「な がす」

浜松土木事務所工事課
(静岡県)

（二）芳川の改修 長

中央土木整備事務所、
河川課

（準）東芳川の改修 中

（普）飯田24号排水路の改修 短
（普）本郷1号排水路の改修 短

1-2 ポンプ施設等排水機能の強化
中央土木整備事務所、

河川課
緊急内水ポンプの設置 短

1-3 逆流防止施設の整備 中央土木整備事務所 フラップゲートの設置 短
1-4 水路や道路側溝の維持管理 中央土木整備事務所 浚渫・除草等 継

２．水を「ためる」

芳川小 完
飯田小 短

芳川北小 中
南陽中 中
東部中 完

芳川公園 短
大蒲公園 短

東部やすらぎ公園 短
2-3 雨水貯留施設の整備 中央土木整備事務所 芳川公園（地下） 短

2-4 農地の保全 農地整備課
農地保全のための

地域の共同活動支援
継

2-1 校庭貯留施設の整備
教育施設課、河川課、
中央土木整備事務所

2-2 公園貯留施設の整備 公園管理事務所

対策概要
対策
期間

中央土木整備事務所

1-1 河川・排水路の整備

区分・対策メニュー 担当課
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＜寺脇西エリアの対策＞
• 対策実施は、関係部局が情報を共有し、連携して進めます
• 着手可能な対策を実施し、治水安全度の早期向上を図ります
• リスク情報は積極的に発信し、より多くの市民の方々が利用できるよう努めます

赤口排水路の改修（河川課）
排水路幅の拡幅を行い、流下能力を高めます。

逆流防止施設設置（農地整備課）
逆流防止施設を設置し、高塚川からの逆流を

防ぐことで浸水被害の軽減を図ります。

水路や道路側溝の維持管理（中央土木整備事務所）
水路や道路側溝の適切な維持管理をして、流下能力を正常に保ちます。

農地の保全（農地整備課）
多面的機能交付団体が行う地域の共同活動を支援し、農地の

保全を行うことで、農地が持つ多面的機能を十分生かします。

＜対策目標＞ 令和元年7月豪雨と同等規模の降雨に対し、「床上浸水の概ね解消」を目指す。

P

P

舞阪竜洋線

寺脇排水機場
中田島排水機場

三
島
都
市
下
水
路浜松南病院

←(二)芳川

校庭貯留の実施（教育施設課）
学校の校庭に雨水貯留施設を整備し、

川に流れ込む水の量を減らします。

P

 エリア界
 河川・排水路
 雨水ポンプ場
 浸水実績

(令和元年7月豪雨)
 主要道路
 対策実施箇所
 詳細検討中

P
茄
子
川 

河川・排水路の整備
（茄子川）

河川・排水路の整備
（赤口排水路）

河川・排水路の整備
（三島1号排水路）

校庭等貯留施設の整備
（白脇小学校）

河川・排水路の整備
（馬込川の改修）

逆流防止施設の整備
（フラップゲート等）

公園貯留の実施（公園管理事務所）
公園に雨水を貯留する施設を整備し、川に

流れ込む水の量を減らします。

ポンプ施設等排水機能の強化
排水機場操作の遠隔化

１．水を「ながす」

浜松土木事務所工事課
(静岡県)

（二）馬込川の改修 長

（普）赤口排水路の改修 中
（普）三島1号排水路の改修 短

（普）茄子川の改修 中
中央土木整備事務所、

河川課
緊急内水ポンプの設置 短

農地整備課
排水機場の

遠隔システムの導入
短

1-3 逆流防止施設の整備 農地整備課 フラップゲートの設置 短
1-4 水路や道路側溝の維持管理 中央土木整備事務所 浚渫・除草等 継

２．水を「ためる」

2-1 校庭貯留施設の整備 教育施設課 白脇小 短
2-2 公園貯留施設の整備 公園管理事務所 船越公園 中

2-3 農地の保全 農地整備課
水源転換等対策

農地保全のための
地域の共同活動支援

継

1-2 ポンプ施設等排水機能の強化

中央土木整備事務所

区分・対策メニュー 担当課

1-1 河川・排水路の整備

対策概要
対策
期間
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